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 夏休みが終わり、元気な子供たちの笑顔が学校に戻ってきました。今年度の夏は、新型コロナウィルス感染症の感

染拡大や天候不順など、不安なことがたくさんありました。その一方で、オリンピック、パラリンピックを通して感

動や希望、そして勇気をもらった子供たちもたくさんいたと思います。また、家族や友達と過ごした日常が楽しかっ

たと話す子供たちもいました。明るく前向きな子供たちにパワーをもらっています。 

さて、今、新型コロナウィルスが「デルタ株」に変異して従来型と置き換わってきています。より感染力が強く、

若年層や子供たちにも感染が広がっています。このような中で、学校が再開することに不安を感じる方も多いことで

しょう。当然のことです。 

不安なときに一番大切なものとは、なんでしょう。答えは人それぞれ、様々なものが考えられると思いますが、私

は、心の繋がりではないかと思っています。人と心が繋がることで信頼関係が生まれ、安心して生活できていくもの

ではないでしょうか。子供たちにとって、それが家族であったり、友達であったり、学校の教職員であったり…。

様々な場面で心が繋がっている人が身近にいる、そんな環境を学校で作り出していければと思っています。 

 そして、こんな時だからこそ、本校職員と保護者の皆様、保護者の皆様同士、心を繋げ、互いに信頼し合い、落ち

着いてこの状況に対応していきませんか。安全に配慮し、子供たちにとって「普通の毎日、楽しい学校生活」が取り

戻せるよう、ご協力ください。 

ご家庭でお願いしたいことや学校からの情報は、「すぐーる」やお手紙で今後も発信していきます。どうか目を通

していただき、保護者の皆様ともしっかりと心を繋げていきたいと思います。 

 本日のTV集会では、「感染予防について」「感染してしまった人を決して傷つけないこと」「ひとりじゃない、心で

つながろう」という話を子供たちにしました。 

 感染拡大の渦中にあっても、マスクを外して大きな声で笑える日が来ることを信じて、「やれること、やるべきこ

と」に注力し、子供たちを育てていきたいと思います。ご心配な点等ありましたら、いつでもご相談ください。 

                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長月（ながつき） 

千葉市立海浜打瀬小学校 

令和３年８月３０日 

＜お知らせ＞ 

＊今年も５人の6年生がラジオ体操リーダーとして、夏休み中活躍しました。大人も子供もリーダーさんの手本を

見て、気持ちよく体を動かすことができ、毎日お礼と称賛の拍手で締めくくりました。お疲れさまでした！ 

＊８月３０日から、新たな講師が４年２組の担任となります。４年２組には、しばらく教務主任を中心として複数

の教諭が子供たちの安心できる環境を作るために対応します。 

＊新型コロナウィルス感染拡大に伴い、感染者・濃厚接触者となった場合や不安で登校を見合わせたいという場

合、風邪症状がある場合は、欠席扱いにしておりませんが、子供たちが皆勤賞を目指して無理をしないよう、

「お休みゼロ賞」や「6年間皆勤賞」の表彰を取りやめたいと思います。ご家族の中で褒めていただければと思

います。 

＊欠席の対応について以下のようにお願いします。 

・当面の間、発熱等風邪の諸症状で登校しないときには「欠席」扱いといたしません。 

・欠席時の連絡帳は、兄弟姉妹のみ提出ができます。(近所の友だちには頼めません) 

・配付物は原則として担任がポスティングします。また、電話で様子を伺います。 

・本人が感染した場合や、濃厚接触者と特定された場合、また、ご家族がPCR検査を受けた場合、保健所の指示 

や指導に従って登校を控えてください。学校への連絡もお願いします。 

＊9月・10月の行事予定については、各学年の学年だよりでご確認ください。 

＊緊急事態宣言中に不特定多数の保護者や地域の方が来校して実施する事業について実施しないように、という通

知が教育委員会より出されたため、わくキャン、読書ボランティアの活動を控えていただいております。 

 

 



 

 

 

本日のＴＶ集会でこの絵を使って子供たちに話をしました。また、校内にこのようなポスターを掲示して子供たち

に指導します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※子供たちには窮屈な思いをさせてしまいますが、わかってもらわなければなりません。 

 

 

 

できることは限られていますが、これまでの対策を継続してまいります。また、今までの子供たちの様子や世の中

の感染状況を踏まえ、新たに加えた対策もあります。 

 

・ 登校後、昇降口で手指消毒をして教室へ入ります。 

・ １日に４回、担任からの手指消毒を行います。（消毒を確実にするため） 

・ 並んで活動するときには、１ｍ以上のソーシャルディスタンスを取ります。 

・ 会話を伴うグループワークは、少人数・短時間で実施します。 

・ 理科の実験は、人数の調整や消毒をして実施します。 

・ 家庭科の調理実習は、緊急事態宣言中は行いません。 

・ 休み時間のボール遊びや鬼遊び（しっぽとり遊びを除く）、室内での座席を離れた遊びは、緊急事態宣言中は

行いません。 

・ 人の教科書やノート、文具などに触らない指導をします。人の物に触れることになる場合は、消毒を必ずす

るように指導します。 

・ 飲食以外の場面では基本的にマスク着用をし、マスクを外す場合は、周りに人がいないことを確かめる指導

をします。 

・ 給食は前向き座席、黙って食べるように指導します。また、給食に不安があるご家庭のお子さんが早退しや

すいような日課時程を組んでいます。なお、お迎えの場合は昇降口にてお願いします。 

手をつないで歩くことも同様です。 

本来なら微笑ましい光景ですが、改めて指

導いたします。触れ合わなくでも、心のつ

ながりは確認できます。 

マスクはしていても、じゃれあうように至

近距離で話してしまいがちです。 

子供らしい姿ではあるのですが、改めて指

導いたします。 

 

食事の時間にもこれまで以上に注意が必要

です。 

食事とコミュニケーションは切り離せない

ものですが、今は我慢です。 

 

感 染 し な い た め に 

感染対策のために学校で指導すること

再 確 認 


